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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

分類別 食品放射能検査結果( 野菜・果物編 )特 

集
平成
26 年度 

いわき地域復興センターでは、平成 24 年 4月の開所より継続していわき市による自家消費作物等の放射能検査を実施して
おります。今回は作物の種類による放射性セシウムの検出傾向を探るため、これまでと同様の形式で野菜と果物について食
する部位により 6つに分類し、検査結果を集計しました。品目については春～夏に食卓へ出される頻度の高いものをピック
アップして掲載しております。尚、集計には4月1日～8月31日に測定されたいわき市全体の検査結果を使用しております。

平成 24年度と 25 年度の分類別結果は、News Letter vol.5 ・vol.17にそれぞれ掲載しています。 （入手方法：当センターにて配布・HPご参照）

総検体数 …検出された放射性セシウムの平均値（Bq/kg）Cs 検出数（Cs…ここでは放射性セシウムを意味する。なお、50Bq/kg 未満は不検出とする）赤数値
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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 第 3回いわき地域復興センターフォーラム 開催報告 ■

■ 「はまどおりのきおく写真展」開催中！ ■

【プログラム】

<開催案内ポスター>

10月 18日（土）、今回で第3回となる「いわき地域復興センターフォーラム」を、いわき明星大学にて開催しました。
今回は『いわきのローカルメディアはどう「東日本大震災」を伝えたのか？』をテーマに、報道関係者の方々を
お招きし、講演とシンポジウムを行っていただきました。会場には、約 80 名の方にお集まりいただきました。

1. 開会挨拶

2. 講演者紹介

3. 講演
・鈴木 定男氏
　( いわき民報社
　　報道制作局報道部次長 )
・ベティ氏
　（いわき市民コミュニティ放送
　   パーソナリティー）

- 休憩 -

4. シンポジウム

～閉会～

<コーディネーター>
早川 信夫氏
（NHK放送総局 解説委員）

講演 シンポジウム

<登壇者 >
・野沢 達也氏
   （いわき民報社 代表取締役社長）
・渡辺 弘氏
  （いわき市民コミュニティ放送 代表取締役）

震災資料展示会
いわき民報社ならびにいわき市民コミュニティ放
送ご提供、いわき明星大学震災アーカイブ室所蔵
の震災資料（写真・パネル等）を、講演会場教室
並びに展示し、公開いたしました。

< 展示会のようす >

震災を伝えて認識したローカルメディアの役割、
今後の可能性などについて議論がなされました。
地震・津波に加え、原発事故・風評被害という
難しい課題と中長期的にどのように向き合って
きたのか、また避難住民と市民とのあつれきや
市民間の考えの違いが取り上げられ、これらの
課題にどのような切り口で取り組んでいくのか
今後の展望が述べられました。

はまどおりのきおく写真展【～いわき市・双葉郡～】
開催期間：平成26年 10月 20日（月）～11月 21日（金）

（平日9：00～ 17：00、土 9：00～ 15：00）

< 写真展のようす > < 震災関連書籍等 >

<会場のようす ( いわき明星大学  AV 大講義室 )>

<シンポジウムのようす ( 左から、早川氏、野沢氏、渡辺氏 )>
<講演のようす：鈴木氏 > < 講演のようす：ベティ氏>

いわきに根差したメディアとしての新聞及びラ
ジオが、震災直後の混乱と制限された環境の中
で、どのように情報発信をしたのか振り返りま
した。鈴木氏は、限られた紙面の中で避難生活
を送る人々に向けて情報を発信したこと、資材
の関係で休刊せざるを得なかった思いなどを語
りました。ベティ氏は、電波を通して生活に必
要な細かな情報を発信し続けたこと、市民から
も多く反応があったことなどを語りました。

いわき地域復興センター事務所にて、東日本大震災に関する写真展を開催しております。展示物は、「震災記録の
保存事業」において、皆さまからお寄せいただいた写真を用いて浜通り地域の地区別に作成したパネル計 12 枚です。
昨年展示したいわき市 4地区に、今年は双葉郡 6町が加わり、よ
り広い地域の災害体験と復興への歩み、そして現在をご覧いただ
けるようになりました。また、収集してきた震災関連資料の一部
も公開しております。是非お気軽にお立ち寄りください。
今後開催する写真展についても、都度ご案内してまいります。


